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平
成
25
年
の
一
年
間
を
通

し
て
行
わ
れ
て
き
た
新

美
南
吉
生
誕
百
年
を
祝
う
記
念

行
事
。
そ
の
締
め
く
く
り
と
な

る
生
誕
百
年
フ
ィ
ナ
ー
レ
「
夢 

つ
な
ぐ
」
が
12
月
21
日
（
土
）、

南
吉
の
母
校
の
半
田
市
立
岩
滑

小
学
校
と
新
美
南
吉
記
念
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
吉
は
中
学
生
時
代
の
日
記

に
「
今
か
ら
何
百
何
千
年
後
で

も
、
若
し
余
の
作
品
が
、
認
め

ら
れ
る
な
ら
、
余
は
、
其
処
に

再
び
生
き
る
事
が
出
来
る
」（
昭

和
4
年
3
月
2
日
）
と
記
し
て

い
ま
す
。
自
ら
の
作
品
が
時
代

を
超
え
て
多
く
の
人
に
読
み
継

が
れ
て
い
く
こ
と
は
彼
の
夢
で

し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
テ
ー
マ

「
夢 

つ
な
ぐ
」
に
は
、
生
誕
百

年
が
終
わ
っ
た
後
も
南
吉
作
品

に
親
し
み
、
そ
の
魅
力
を
ふ
る

さ
と
半
田
か
ら
発
信
し
続
け
よ

う
、
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

岩
滑
小
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
た
第
一
部
で
は
、
市
内
の
園

児
か
ら
小
中
学
生
、
高
校
生
、

そ
し
て
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代

が
出
演
し
、
劇
や
朗
読
、
合
唱

な
ど
で
南
吉
の
世
界
を
表
現
し

ま
し
た
。
演
目
の
間
に
は
、
童

話
「
ひ
と
つ
の
火
」
に
ち
な
ん

で
、
出
演
者
が
提
灯
を
受
け
渡

し
て
い
く
提
灯
リ
レ
ー
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
提
灯
に
灯
さ
れ
た

火
を
南
吉
の
夢
に
な
ぞ
ら
え
、

皆
で
つ
な
い
で
い
こ
う
、
と
い

う
趣
向
で
す
。

　

第
一
部
の
後
半
は
、
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
山
根
基
世

さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
昨
年
７
月
に
雁
宿
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
「
こ
と
ば
の
杜

朗
読
会
」
で
は
、
市
内
全
小
学

校
か
ら
選
ば
れ
た
26
人
の
児
童

た
ち
が
市
民
と
共
に
出
演
し
ま

し
た
が
、
上
演
に
向
け
た
ワ
ー

13

2

生誕100年フィナーレ
～夢 つなぐ～

１　岩滑小学校 1 年生が演じる劇「がちょうのたんじょうび」

２　「南吉さん、わっしょい！」岩滑こども園の子ども山車

３　ランプの灯りに囲まれて、参加者全員で詩「明日」を合唱
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ク
シ
ョ
ッ
プ
を
半
年
間
に
わ
た

り
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が

山
根
さ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
の

言
葉
を
育
て
る
活
動
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
自
分
ら
し

い
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
力

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
願

う
山
根
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
半

年
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
夢

の
実
現
に
向
け
た
第
一
歩
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

山
根
さ
ん
は
講
演
の
冒
頭
で

南
吉
の
絶
筆
「
天
狗
」
を
朗
読
。

南
吉
は
こ
の
作
品
を
通
じ
て
夢

を
持
つ
力
、
夢
が
叶
う
と
信
じ

る
力
の
大
切
さ
を
伝
え
た
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
南
吉
の

夢
は
、
作
品
が
読
ま
れ
る
こ
と

で
人
々
を
幸
せ
に
し
た
い
、
社

会
を
良
く
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
私
も
そ
の
夢
を
つ
な

い
で
い
き
た
い
、
と
半
田
で
の

体
験
に
重
ね
な
が
ら
語
ら
れ
ま

し
た
（
左
写
真
）。

　

こ
う
し
て
約
八
百
人
が
参
加

し
た
第
一
部
は
、
園
児
か
ら
高

校
生
ま
で
に
よ
る
「
夢 

つ
な

ぐ
宣
言
」
で
終
了
。
参
加
者
の

一
部
は
、
提
灯
行
列
を
し
な
が

ら
第
二
部
会
場
の
新
美
南
吉
記

念
館
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　

日
も
暮
れ
か
か
っ
た
そ
の

頃
、
記
念
館
の
広
場
に
は
約

七
百
人
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
提
灯
行
列
が
到
着

す
る
と
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
が
演
奏

さ
れ
る
な
か
、
ス
テ
ー
ジ
に
組

ま
れ
た
献
灯
台
へ
次
々
と
ラ
ン

プ
や
キ
ャ
ン
ド
ル
が
置
か
れ
、

辺
り
は
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
。

山
根
さ
ん
が
「
お
じ
い
さ
ん
の

ラ
ン
プ
」
の
一
節
を
朗
読
し
、

半
田
市
合
唱
協
会
と
会
場
の
参

加
者
全
員
で
南
吉
の
詩「
明
日
」

を
合
唱
。
最
後
は
市
長
や
来
賓

の
「
夢 

つ
な
ぐ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
生
誕
百
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
の
新
美
委
員
長
に
よ
る
閉

幕
宣
言
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。

　

年
末
の
寒
い
一
日
で
し
た

が
、
大
勢
の
南
吉
フ
ァ
ン
や
市

民
が
集
い
、
こ
れ
か
ら
も
童
話

「
ひ
と
つ
の
火
」
の
よ
う
に
、

南
吉
が
灯
し
た
夢
の
灯
を
受
け

継
ぎ
、
広
め
て
い
き
た
い
、
と

誓
い
合
っ
た
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
し

た
。

第一部　岩滑小学校体育館

①園児から高校生までによる「夢 
　つなぐ宣言」
②詩「明日」の合唱。半田中学校
　合唱部の澄んだ歌声が響く。
③雁宿小学校 1・2 年生が演じる
　音楽劇「手ぶくろを買いに」
④司会の半田高校放送部員と山根  
　基世さんのトーク。
⑤読書感想画入選作品の紹介。こ
　の他にも読書感想文や「日中韓
　子ども童話交流事業」の紹介も。

昼のイベント
　
⑥新美南吉記念館では昼間のイベ

ントも行いました。南吉の恩師・
巽聖歌を偲んで、童謡「たきび」
を歌いながら焼き芋をパクリ。

第二部　新美南吉記念館

⑦温かい「ごんチャンうどん」の
　振る舞いは 700 食完食！
⑧半田ベルフラワーのハンドベル
　演奏のなか、童話「狐」にも登
　場する神

み

子
こ

さんが献灯。
⑨せせらぎ沿いに並べられた幻想
　的な行灯「ほんのりん」（協力：
　ルート 21）

①

②

⑥

⑦⑧⑨

③

④⑤
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平
成
25
年
、
新
美
南
吉
の

ふ
る
さ
と
半
田
市
で

は
、
新
美
南
吉
生
誕
百
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
を
中
心
に
、

様
々
な
団
体
、
企
業
、
行
政
、

学
校
、
そ
し
て
多
く
の
市
民
の

手
で
い
ろ
い
ろ
な
記
念
事
業
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員

会
や
半
田
市
が
関
わ
っ
た
も
の

を
中
心
に
、
主
な
行
事
や
出
来

事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
一
部

市
外
開
催
を
含
む
）

　
　
　
　
　

＊

◇
新
美
南
吉
生
誕
百
年
開
幕
祭

（
1
月
5
・
6
日　

記
念
館
）

①
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
さ
れ
た

「
子
ぎ
つ
ね
た
ち
の
お
ど
り
」　

②
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
展
示

室　

③
「
手
袋
を
買
い
に
」
の

帽
子
屋
が
人
気
の
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
に　

④
生
誕
百
年
を
言こ

と

祝ほ

ぐ

板
山
万
歳

⑤
「
新
美
南
吉
生
誕
百
年　

ご

ん
ぎ
つ
ね
の
世
界
展
」
毎
日
新

聞
社
・
半
田
市
他
（
平
成
24
年

12
月
26
日
～
1
月
7
日　

Ｊ
Ｒ

名
古
屋
タ
カ
シ
マ
ヤ
）

⑥
南
吉
が
学
生
時
代
に
暮
ら
し

て
い
た
東
京
中
野
で
開
催
し
た

生
誕
百
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
わ
た
し
が
出
会
っ
た
新
美
南

吉
」
新
美
南
吉
の
会
・
生
誕
百

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
（
1

月
30
日　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
）

ふりかえる、新美南吉生誕100年
～初めての南吉、再び出逢う南吉～

生誕100年開幕祭 　1月5日・6日 ①

②③⑤

④

⑥
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没
後
70
年

南
吉
を
偲
ぶ
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　

3
月
22
日

⑦
言
葉
と
音
楽
で
彩
る
新
美
南

吉
の
世
界
「
音
楽
で
綴
る
に
ん

げ
ん
・
南
吉
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋

放
送
局
・
半
田
市
他　

※
ラ
ジ

オ
「
ゆ
き
ね
え
の
名
古
屋
な
ご

や
か
喫
茶
」
公
開
録
音
（
2
月

22
日　

ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田
）

○
言
葉
と
音
楽
で
彩
る
新
美
南

吉
の
世
界
「
言
葉
で
巡
る
お
話

い
ろ
い
ろ
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放

送
局
・
半
田
市
他　

※
ラ
ジ
オ

「
東
海
・
北
陸
文
学
紀
行
」
公

開
録
音（
2
月
23
日　

同
会
場
）

⑧
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

後
、
二
か
月
足
ら
ず
で
全
都
道

府
県
か
ら
の
来
館
達
成
（
2
月

26
日　

記
念
館
）

⑨
「
五
木
寛
之
講
演
会
～
青
い

鳥
の
ゆ
く
え
～
」　

南
吉
顕
彰

会
・
半
田
市
・
中
日
新
聞
社
他

（
3
月
24
日　

雁
ホ
）

⑩
半
田
口
駅
が
愛
称
「
ご
ん
ぎ

つ
ね
の
駅
」
に
（
3
月
末
～
）

⑪
命
日
に
岩
滑
の
光
蓮
寺
で
没

後
70
年
法
要
。
そ
の
後
、
北
谷

墓
地
で
墓
参
り
（
3
月
22
日
）

◇
「
没
後
70
年
南
吉
を
偲
ぶ
会

～
花
・
美
し
い
も
の
を
愛
す
る

心
～
」　

⑫
献
花　

⑬
石
田
音ね

人ひ
と

さ
ん
の
胡
弓
演
奏　

⑭
岩
滑

小
児
童
の
群
読
「
こ
ぞ
う
さ
ん

の
お
き
ょ
う
」（
同　

岩
滑
小
）

⑮「
南
吉
さ
ん
の
端
午
の
節
句
」

（
5
月
3
日
～
５
日　

記
念
館
）

⑦

⑧

⑨

⑩⑭

⑫⑬

⑪
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新美南吉
生誕祭
7月27日～8月4日

⑯
「
あ
つ
ま
ろ
う
！
た
の
し
も

う
！
み
ん
な
の
南
吉
童
話
」
ご

ん
ぎ
つ
ね
の
会
他
（
5
月
19
日

雁
ホ
）

⑰
日
本
郵
便
か
ら
半
田
市
へ

「
新
美
南
吉
生
誕
百
年
記
念
オ

リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
」
を

贈
呈
（
6
月
20
日　

市
役
所
）

⑱
「
南
吉
さ
ん
の
ほ
た
る
祭
」

半
田
ほ
た
る
の
ま
ち
お
こ
し
推

進
室
（
7
月
7
日　

記
念
館
）

○
造
幣
局
か
ら
半
田
市
へ
貨
幣

セ
ッ
ト「
手
ぶ
く
ろ
を
買
い
に
」

を
贈
呈（
7
月
11
日　

市
役
所
）

⑲
「
南
吉
探
訪
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
の
Ｐ
Ｒ
で
安
城
市
長
来

館
（
7
月
15
日　

記
念
館
）

⑳
絵
本
作
家
・
黒
井
健
さ
ん
か

ら
南
吉
の
ふ
る
さ
と
を
描
い
た

絵
画
２
点
受
け
渡
し
（
7
月
16

日　

市
役
所
）

㉑
来
館
者
に
大
人
気
だ
っ
た
竹

の
「
ご
ん
吉
く
ん
」
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
有
志
・
板
山
竹
炭
研
究

会
（
１
月
～
5
月　

記
念
館
）

◇
「
新
美
南
吉
生
誕
祭
」
開
幕

行
事　

㉒
市
長
か
ら
遺
族
へ
新

美
南
吉
名
誉
市
民
章
贈
呈
式　

㉓
「
こ
と
ば
の
杜
朗
読
会
」
第

一
部
・
児
童
と
市
民
ら
に
よ
る

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の
朗
読　

㉔

同
第
二
部
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
に
よ
る
朗
読
（
7
月
27

日　

雁
ホ
）

⑮⑯⑰

⑱⑲⑳

�

� �

�
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新美南吉生誕祭
誕生日式典　7月30日

㉕
南
吉
童
話
絵
本
原
画
展
（
7

月
20
日
～
8
月
4
日　

雁
ホ
）

㉖
半
田
市
文
化
協
会
作
品
展

「
南
吉
の
心
を
つ
な
ぐ
」

㉗
半
田
市
幼
保
小
中
南
吉
学
習

作
品
展
示
（
7
月
27
日
～
8
月

4
日　

雁
ホ
）

㉘
ウ
ナ
ギ
の
つ
か
み
ど
り　

ご

ん
ぎ
つ
ね
の
会
（
7
月
28
日　

矢
勝
川
）

㉙
「
市
民
音
楽
祭
」
半
田
市
合

唱
協
会
・
半
田
市
民
管
弦
楽
団

他
（
同
日　

雁
ホ
）

㉚
「
百
歳
誕
生
日
式
典
」
で
花

の
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
に
献
花

㉛
「
著
作
権
継
承
者
名
義
移
譲

式
」
新
美
南
吉
の
会
・
半
田
市

（
7
月
30
日　

記
念
館
）

㉜
「
朗
読
の
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム　

南
吉
童
話
の
声
～
声
が
広

げ
る
世
界
、
声
が
結
ぶ
絆
～
」

（
8
月
3
日　

雁
ホ
）

㉝
「
南
吉
の
愛
し
た
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
～
詩
の
朗
読
と
共
に

～
」
協
力
：
中
京
テ
レ
ビ
（
8

月
4
日　

雁
ホ
）

㉞
前
進
座
公
演
「
花
木
村
月
夜

奇
妙
」（
8
月
17
日　

雁
ホ
）

㉟
「
日
中
韓
子
ど
も
童
話
交
流

２
０
１
３
」
で
、
岩
滑
小
学
校

児
童
が
日
中
韓
三
か
国
の
子
ど

も
た
ち
を
案
内
（
8
月
17
日
～

23
日　

東
京
都
・
半
田
市
他
）

㊱
「
半
田
ふ
る
さ
と
検
定
・
新

�

��

�

�

����

�

�

�

�
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ごんの秋まつり 
9月20日～10月20日

美
南
吉
編
」
商
工
会
議
所
（
8

月
25
日　

商
工
会
議
所
他
）

㊲
「
キ
ッ
ズ
ワ
ー
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
～
ｉ
ｎ
南

吉
の
ふ
る
さ
と
半
田
」
商
工
会

議
所
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
他
（
7
月
22
日

～
8
月
25
日　

市
内
各
所
）

㊳
絵
本
作
家
・
長
野
ヒ
デ
子
氏

に
よ
る
講
演
会
「
南
吉
と
私
」

～
絵
本
の
力
と
紙
芝
居
の
力
～

南
吉
顕
彰
会
他
（
9
月
23
日　

空
の
科
学
館
）

㊴
「
南
吉
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

１
０
０
年
の
と
き
を
越
え
て
」

半
田
高
校
（
同
日　

雁
ホ
）

㊵
「
市
民
憲
章
運
動
推
進
第
48

回
全
国
大
会
」
で
半
田
商
業
高

校
演
劇
部
が
南
吉
童
話
を
題
材

に
し
た
劇
を
上
演
。
俳
優
竹
下

景
子
さ
ん
の
朗
読
も
。
半
田
市

民
憲
章
実
践
協
議
会
他
（
10
月

5
日　

雁
ホ
）

㊶
１
万
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯

し
た
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

２
０
１
３
」
半
田
青
年
会
議
所

（
9
月
22
日　

矢
勝
川
周
辺
）

㊷
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
「
ご
ん
の

尻
尾
を
追
え
！
」
半
田
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
他
（
10
月
6
日　

矢
勝
川
周
辺
）

㊸
合
唱
オ
ペ
ラ「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

其
実
行
委
員
会
他
（
10
月
12
日

雁
ホ
）
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小
中
学
校

南
吉
ウ
ィ
ー
ク

　　
　
11
月
11
日
～
17
日

㊹
「
ラ
ン
プ
の
灯
り
コ
ン
サ
ー

ト
」
商
工
会
議
所
他
（
10
月
12

・
13
日　

記
念
館
）

㊺
「
新
美
南
吉
の
謎
解
き
宝
探

し
」
商
工
会
議
所
青
年
部
（
10

月
14
日　

記
念
館
・
岩
滑
地
区
）

◇「
南
吉
つ
ぁ
ん
の
山
車
揃
え
」

～
童
話
「
狐
」
の
世
界
～　

㊻

特
設
舞
台
で
「
狐
」
を
朗
読　

㊼
記
念
館
に
勢
揃
い
し
た
4
輌

の
山
車　

㊽
盛
大
に
花
火
も　

生
誕
百
年
記
念
山
車
揃
え
協
議

会
他
（
10
月
19
日　

記
念
館
・

岩
滑
地
区
・
岩
滑
新
田
地
区
）

○
平
成
25
年
度
愛
知
県
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
大
会
「
童
話
と

子
ど
も
読
書
」
愛
知
県
教
育
委

員
会
他
（
11
月
9
日　

雁
ホ
）

◇
市
内
小
中
学
校
南
吉
ウ
ィ
ー

ク
（
11
月
11
日
～
17
日
）　

㊾

半
田
中
、
㊿
亀
崎
小
、
�
花
園

小
、
�
半
田
小
、
�
市
内
全
小

学
校
が
参
加
し
て
音
楽
劇
「
手

ぶ
く
ろ
を
買
い
に
」
を
合
唱
し

た
半
田
市
小
学
校
音
楽
会
（
11

月
15
日　

雁
ホ
）

�
新
美
南
吉
童
話
賞
・
生
誕
百

年
記
念
「
幻
の
童
話
」
部
門
表

彰
式
（
12
月
14
日　

記
念
館
）

○
新
美
南
吉
生
誕
百
年
フ
ィ

ナ
ー
レ（
12
月
21
日　

岩
滑
小
・

記
念
館
）

※
記
念
館
＝
新
美
南
吉
記
念
館

　

雁
ホ
＝
雁
宿
ホ
ー
ル

◆
平
成
25
年
に
半
田
市
が
開
催

し
た
主
な
記
念
展
示

○
新
美
南
吉
記
念
館
「
榊
原
澄

香
ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
展
」
～
紙

か
ら
生
ま
れ
る
南
吉
童
話
の
世

界
～（
1
月
5
日
～
4
月
14
日
）

／
「
私
の
新
美
南
吉
展
」（
4

月
27
日
～
6
月
30
日
）
／
特
別

展
「
新
美
南
吉
と
ふ
る
さ
と
知

多
半
島
」（
7
月
13
日
～
10
月

27
日
）
／
「『
で
ん
で
ん
む
し

の
か
な
し
み
』
原
画
展
～
皇
后

さ
ま
と
南
吉
～
」（
11
月
9
日

～
1
月
13
日
）

○
市
立
博
物
館
「
棟
方
志
功
を

通
じ
た
ふ
る
さ
と
風
景
板
画

展
」（
6
月
1
日
～
6
月
30
日
）

／
「『
狐
』
長
野
ヒ
デ
子
絵
本

原
画
展
」（
7
月
13
日
～
10
月

20
日
）

○
市
立
図
書
館「
南
吉
童
話
展
」

（
10
月
26
日
～
11
月
10
日
）

※
こ
の
他
、
平
成
24
・
25
年
に

か
け
て
、
全
国
巡
回
展
を
丹
波

（
兵
庫
）、
堺
、
札
幌
、
名
古
屋
、

静
岡
、
安
城
の
6
市
で
開
催
。

◆
生
誕
百
年
を
記
念
し
た
主
な

記
念
碑
・
オ
ブ
ジ
ェ
等

○
陶
壁
「
新
美
南
吉
の
詩
」
半

田
同
胞
園
（
平
成
24
年
3
月
10

日　

半
田
同
胞
園
）

○
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
」
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
名
古
屋

支
店
（
平
成
24
年
12
月
26
日　

記
念
館
）
※
移
設

○
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
「
南
吉
の

ふ
る
さ
と
」
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
半
田

○
オ
ブ
ジ
ェ
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
と

六
地
蔵
」
半
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
1
月
5
日　

記
念
館
）

○
「
ひ
よ
め
の
う
た
」
碑　

半

田
拓
本
研
究
会
（
2
月
26
日　

住
吉
神
社
）

○
陶
彫
「
聖
」　

小
西
洋
平
氏

（
4
月
2
日　

記
念
館
）

○
「
ご
ん
吉
く
ん
」
オ
ブ
ジ
ェ

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
知
多
製
造
所

（
7
月
25
日　

記
念
館
）

○
「
ご
ん
の
時
計
塔
」
半
田
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
10
月
6
日

記
念
館
）

○
「
煙
の
好
き
な
若
君
の
話
」

碑　

半
田
市
文
化
協
会
（
11
月

24
日　

亀
崎
海
浜
緑
地
）

＊　

　

こ
の
他
に
も
、
生
誕
百
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
が
後
援
し

た
行
事
や
所
縁
の
あ
る
安
城
市

で
の
行
事
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

記
念
事
業
が
市
内
外
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
新

美
南
吉
の
ふ
る
さ
と
半
田
市

は
、
世
界
中
の
南
吉
フ
ァ
ン
と

共
に
、
南
吉
の
夢
を
い
つ
ま
で

も
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。
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